啓林館　新数学Ⅰ(数Ⅰ008)，新数学Ａ(数Ａ008)　観点一覧

[内容の取扱い]
１．内容の精選・重点化，個に応じた学習への工夫があるか。
特色：教材を精選し，最少限の時間配当で基本的な力がつけられるように，導入や展開の仕方，指導の順序や方法に工夫をこらしました。また，乗法公式の利用（新数学Ⅰ:p.17），円順列（新数学Ａ：p.17）など，本文の内容で発展的な事柄に関しては，本文と区別し，授業の進み具合に応じて，弾力的に扱えるようにしました。
２．身近な内容が取り上げられ，生徒の興味や関心に対する配慮がなされているか。
特色：鉄道の運賃（新数学Ⅰ：p.45），花壇の面積（新数学Ⅰ：p.60），メニューの選び方
　　（新数学Ａ：p.11），花束の選び方（新数学Ａ：p.18）など，学習のきっかけとなる導入部分では，生徒にとって身近な例を取り上げ，興味を引き立てるようにしました。
３．基礎力や応用力がつくよう工夫されているか。
特色：本文をより深く理解することを助けるために，多くの例（新数学Ⅰ：５１題，新数学Ａ：２０題）を取り上げて説明するようにつとめました。さらに，学習内容をより深く理解するための例題
　　（新数学Ⅰ：３０題，新数学Ａ１７題）を積極的に取り上げました。
４．特定の事項・事柄を強調しすぎず，バランスよく扱うよう配慮されているか。
特色：指導内容は，基礎的・基本的なものに重点をおき，次第に標準的なものへと展開するようにしました。
５．生徒の自主的・自発的学習を促す適切な工夫がなされているか。
特色：２次方程式の歴史（新数学Ⅰ：p.37），車の速度と停止距離（新数学Ⅰ：p.72），降水確率とは？（新数学Ａ：p.33），数学で使う「または」（新数学Ａ：p.73）など，本文の内容に関連した興味深い話題を随所に取り上げて，数学を学ぶことの意義や数学の楽しさが味わえるようにしました。
６．教科及び科目の目標を達するために必要な内容となっているか。
特色：小学校・中学校と順を追って学んできたことをもとにして，さらに見地を高くするとともにその基礎を固め，新しい考え方や手法が身につくことを目的に編集しました。そして，知識や技術だけでなく，筋道を立ててものごとを考え，正確にことを運ぶという能力を養えるように工夫しています。
　　（新数学Ⅰ：p.34，40，新数学Ａ：p.74など）
[単元の構成]
１．学習が効果的に進められるよう配慮されているか。
特色：中学校との関連を考慮し，導入部分や展開の仕方を工夫しました。たとえば２次関数のグラフの学習においては，中学校の復習から順に，ていねいに段階を踏まえながら，無理なく全体が理解できるようにしています（新数学Ⅰ：p.46～59）。また，平面図形においても中学校で習った事柄をしっかりと押さえながら進めています（新数学Ａ：p.48～59）。
２．自主的・自発的学習ができるよう構成されているか。
特色：自主的・自発的な学習の手助けになるよう本文の右側に余白をとり，いろいろな注意書きを入れて，既習の事項がすぐに活用できるようにしました。また，図版などにも工夫を入れ，理解と定着がはかれるように配慮しています（新数学Ⅰ：p.14～15，新数学Ａ：p.18～19など）。
３．相互に関連をもち，系統的・発展的に構成されているか。
特色：必要な場面で自然な形で高校数学に入っていけるように，随所に中学校の学習内容を取り上げています。また，数学Ａにおいては，学習指導要領の「集合と論理」を切り離し，集合と要素の個数を最初に扱い，論理的な部分は数学Ⅱの「式と証明」につながるように最後に配しました。
４．教育課程における単位数に照らして分量が適切であるか。
特色：完全学校週５日制に対応でき，１単位３０時間としても十分指導できるように内容を配分しています。また，発展的な事柄に関しては，本文と区別し，授業の進み具合に応じて，弾力的に扱えるようにしています。
５．基本的な事柄については，反復練習ができるように工夫されているか。
特色：本文内容の理解を助ける「例」や学習内容をより深く理解させる「例題」の後には，類似の問題としての「問」や，標準的な問題としての「練習」を設け，学習内容の理解と定着をはかっています。また，各章末には，その章の学習内容を総合的に復習するための「問題（基本問題・応用問題）」を設け，理解と定着をより確実なものとして養えるようにしています。
６．内容が網羅的・羅列的でなく，精選されているか。
特色：説明は簡潔に要領よくまとめ，色刷りを効果的に用いて，すっきりと見やすい紙面にしました。見開き２ページでの１話完結形式を採用し，問の下を空けるなどの余裕ある紙面づくりを心がけ，右側に余白をとり，いろいろな注意書きを入れる配慮などもされています。
